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～運動会特集 リレー＆作文～ 
 
 今回の学年通信は、前回に引き続き、「リレーの写真」と「運動会後に書いた

作文」とを載せました。たくさんの人の作文や写真を掲載できないのが残念で

す。オールスターリレーも、学級対抗リレーも、大盛り上がりでしたね。 

 

 

＜白熱のレース‼＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜運動会作文‼＞ 

 

 最高の運動会  １組： 成 早希  
 

私は、小学校のとき、運動会が好きではなかった。私は運動が苦手なので運動会と聞く

と、どうしてもゆううつな気分になってしまう。そんな中、中学生になって初めての運動

会がきた。種目は、台風の目とオールスターリレーだった。今までは五十メートル走や百

メートル走しかやったことがなかったので、おどろいた。リレーはバトンをつないでいく

ので一人がミスすると、一気に全体がくずれてしまう。でも、この運動会が楽しくなるか

もしれない。それに、クラスの団結力も深まるかもしれない。そんな想いで運動会練習に

励んだ。予行練習を終え、運動会前日、最後まで真剣に練習を行った。 

 そして、むかえた当日。いつもより緊張した。だが、「いつも通りにやればいい」と自分

に言い聞かせた。最初の種目の台風の目では、三位だったが、応援しあうことができた。

そして、オールスターリレーがきた。バトンをもらった瞬間全速力で走り、バトンパスを

した。自分がやりきったのを実感した。 

 そして、閉会式。順位発表のときは思わず声が出てしまった。すべて終わり、教室に戻

っているとき、「楽しかったな」と思えた。教室に戻り、賞状とトロフィーを見て、「これ

はクラスで団結した証だな」と感じた。 

 

 

 

 やり抜いた運動会  ２組：小田 理惺  
 

 ぼくが運動会でがんばりたいことは、二つありました。一つ目は、クラスで団結すると

いうことです。二つ目は、最後までやり抜くということです。この二つの目標は、結果が

どうであっても、クラスで気持ちの良い運動会にしたいという思いがあったからでした。 

 運動会練習では、けがもあって参加できない時期もあったけれど、みんなの練習を見

て、どういう風にすればうまくいくのかを考えていました。そして、運動会予行練習前か

ら練習に参加できることになり、本番のように練習をしました。予行練習では、みんなで

息を合わせて行う台風の目で見事一位を取ることができました。なぜうまくいったのかを

考えると、それはみんなの息がきちんと合っていたからだと思います。全員でバトンをつ

なぐオールスターリレーでも最後までやり抜けていて、本番でも、これを続けようと思い

ました。本番の台風の目では、練習と同じように息を合わせられて二位が取れました。オ

ールスターリレーでは、うまくいかないこともあったけれどクラス全員で走り抜くことが

できました。 

 運動会本番で参加できない人もいたけれど、クラス全員の思いが一つになっていまし

た。また、参加できない人の代わりを務めてくれた人にも感謝しています。今回の運動会

はクラス全員で楽しく取り組めた運動会でした。 


